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雪印メグミルク 持続可能な酪農への挑戦 

Alltech Japan合同会社と連携協定合意書を締結 

GHG排出のモニタリング調査 酪農場での実証研究を開始 

 

雪印メグミルク株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：佐藤 雅俊）は、酪農場由来

の温室効果ガス（以下、GHG）排出量の低減と、乳生産パフォーマンスおよび酪農の持続性の向

上を目的として、Alltech （オルテック）グループの日本法人、Alltech Japan合同会社（本社：

福岡県福岡市、職務執行役社長：中山 圭）と「連携協定合意書」を締結いたしました。 

当社の調査機関である酪農総合研究所とAlltech Japan合同会社は、北海道の酪農場において

E-CO2環境アセスメントを用いた実証研究を開始しました。 

この取組みは、当社グループの重要課題（マテリアリティ）である「持続可能な酪農への貢献」

や「環境負荷の低減」に寄与するものです。また、「リジェネラティブな酪農・農業モデル形

成」を通じて産業の進化にも貢献します。 
 

■連携協定による協力内容 

・当社が選定する酪農場、圃場、草地、その他関連施設の環境フットプリントを、Alltech E-CO2 

Limitedによる環境アセスメントを用いて定量化する。（「Alltech E-CO2酪農場環境アセスメント」は

国際酪農連盟（IDF）のカーボンフットプリントに関するガイドラインに準拠している。） 

・E-CO2環境アセスメントの結果、共有された知見・データに基づき、GHG・カーボン排出量の低減

および乳生産における高い生産性を実現する持続可能な酪農管理手法の探求を協力して行う。 
 

■Alltech Japan合同会社(オルテック・ジャパン)について 

1980年創業、米国ケンタッキー州に本社を構えるAlltech Incの日本法人で、世界120カ国以

上でビジネスを展開。独自の精密栄養学に基づいた天然由来の機能性飼料添加物等、農業栄

養ソリューションを提供するほか、環境負荷の低減と農場の収益性・生産性の向上を両立さ

せ、世界の持続可能な畜産業を牽引している。 

会社名：  Alltech Japan合同会社（https://www.alltech.com/our-locations/japan） 

所在地：  福岡県福岡市中央区天神三丁目3番5号 

事業内容： 飼料添加用資材・機能性飼料原料等の製造、加工、輸出入、販売等 

 

 
本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

雪印メグミルク株式会社 

広報ＩＲ部 広報グループ 

TEL 03-6859-1466  E-mail msb-pr@meg-snow.com  
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